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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電源プラグのプラグ電極部が挿入される挿入孔が形成された金属製の外壁部を有する筐
体と、
　前記筐体に収納され、前記挿入孔から該筐体内に挿入された前記プラグ電極部が接続さ
れる電源コネクタと、
　前記プラグ電極部の外周面と前記挿入孔の内周面との隙間よりも狭い隙間で該プラグ電
極部の外周面と対向する対向面を有し、前記外壁部と前記電源コネクタとの間に配置され
た絶縁性のストッパ部と、
　を備える電子機器。
【請求項２】
　前記ストッパ部には、前記プラグ電極部が貫通されると共に、内面に前記対向面を含む
開口が形成されている、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記電源コネクタを挟んで前記筐体の底壁部と対向するカバー部を備え、
　前記ストッパ部が、前記カバー部から前記筐体の前記底壁部へ向けて壁状に延出され、
前記外壁部と前記電源コネクタとの間に挿入されている、
　請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
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　前記カバー部から前記電源コネクタの側面に沿ってそれぞれ延出する規制部を備える、
　請求項３に記載の電子機器。
【請求項５】
　前記規制部が、前記カバー部と前記ストッパ部とに接続されている、
　請求項４に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記開口が、前記挿入孔よりも小径の貫通孔とされている、
　請求項２～請求項５の何れか１項に記載の電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願が開示する技術は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、筐体と、筐体に収納されると共に当該筐体に形成された挿入孔を通して電源
プラグが挿入される電源コネクタとを備えたノートブック型パーソナルコンピュータ（以
下、「ノートパソコン」という）等の電子機器が知られている。
【０００３】
　また、電子機器の筐体に収納されるイヤホンジャックと、筐体に形成された挿入孔から
イヤホンジャックに挿入されるイヤホンプラグとを備えたイヤホンプラグ接続装置が知ら
れている。
【０００４】
　更に、イヤホンジャックと回路基板との接合部の破損を抑制する技術として、筐体に形
成された挿入孔に、シリコンゴムで形成された円筒状のシーリング材を嵌め込んだものが
知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００４－０８７１８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、電源コネクタを収納する筐体は、金属で形成される場合がある。しかしなが
ら、電源コネクタに電源プラグの筒状の電極部が挿入された状態で、電極部が径方向に変
位すると、当該電極部が金属製の筐体に形成された挿入孔の内周面に接触する可能性があ
る。
【０００７】
　この対策として挿入孔に円筒状のシーリング材を嵌め込むことが考えられる。しかしな
がら、挿入孔に円筒状のシーリング材を嵌め込むと、シーリング材が筐体の外部へ露出し
、筐体の外観に影響を与える虞がある。
【０００８】
　本願が開示する技術は、筐体の外観に対する影響を抑えつつ、電源コネクタに電源プラ
グのプラグ電極部が接続された状態で、筐体に形成された挿入孔の内周面とプラグ電極部
の外周面との接触を抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本願が開示する技術は、電源プラグのプラグ電極部が挿入される挿入孔が形成された金
属製の外壁部を有する筐体と、筐体に収納され、挿入孔から筐体内に挿入されたプラグ電
極部が接続される電源コネクタとを備えている。また、筐体の外壁部と電源コネクタとの
間には、絶縁性のストッパ部が配置されている。このストッパ部は、プラグ電極部の外周
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面と挿入孔の内周面との隙間よりも狭い隙間でプラグ電極部の外周面と対向する対向面を
有している。
【発明の効果】
【００１０】
　本願が開示する技術によれば、筐体の外観に対する影響を抑えつつ、電源コネクタに電
源プラグのプラグ電極部が接続された状態で、筐体に形成された挿入孔の内周面とプラグ
電極部の外周面との接触を抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、電子機器の一実施例であるノートパソコンを示す斜視図である。
【図２】図２は、図１に示される本体装置を示す分解斜視図である。
【図３】図３は、図２に示されるロアカバーを別の角度から見た斜視図である。
【図４】図４は、図１に示される本体装置の左側の側部を示す斜視図である。
【図５】図５は、図２に示されるロアカバー及びカバー部材を示す分解側面図である。
【図６】図６は、図１に示される本体装置の幅方向に沿った断面図であり、図６（Ａ）は
電源コネクタに電源プラグのプラグ電極部が挿入される前の状態を示し、図６（Ｂ）は電
源コネクタに電源プラグのプラグ電極部が挿入された状態を示している。
【図７】図７は、図２に示されるカバー部材の長手方向の端部をロアカバー側から見た斜
視図である。
【図８】図８は、図１に示される本体装置の前後方向に沿った断面図である。
【図９】図９は、図２に示されるストッパ壁部の一変形例を示す図５（Ｂ）に相当する断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照しながら本願が開示する電子機器の一実施例について説明する。
【００１３】
　図１に示されるように、本実施例に係る電子機器の一例としてのノートパソコン１０は
、本体装置２０と、本体装置２０の後端部に図示しないヒンジユニットを介して矢印Ｋ方
向に開閉（回転）可能に支持された表示装置４０とを備えている。この表示装置４０は、
本体装置２０の上に重ねられる閉じ位置と、本体装置２０に対して立てられた開き位置と
の間を変位可能になっている。
【００１４】
　なお、図１には、表示装置４０が開き位置に位置した状態が示されている。また、以下
では、図１に示される矢印Ｘ方向を本体装置２０の幅方向の外側（左側）として説明する
。また、図１に示される矢印Ｙ方向を本体装置２０の上下方向の上側として説明する。更
に、図１に示される矢印Ｚ方向を本体装置２０の前後方向の後側として説明する。
【００１５】
　表示装置４０は、表示パネル４２と、表示パネル４２を収納する筐体４４とを有してい
る。表示パネル４２の前面は、画像や映像等を表示する表示面４２Ａとされている。筐体
４４は、表示パネル４２の表示面４２Ａの外周部を覆うフロントカバー４６と、表示パネ
ル４２の背面を覆うバックカバー４８とを有している。フロントカバー４６は枠状に形成
されており、その内側から表示パネル４２の表示面４２Ａが露出している。
【００１６】
　本体装置２０は、筐体２２を有している。筐体２２は、上面を開口した箱型形状に形成
された金属製のロアカバー２４と、ロアカバー２４の開口を閉じる金属製のアッパーカバ
ー２６とを有している。この筐体２２には、図示しないＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏ
ｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等の電子部品が搭載された回路基板（メインボード）が収納
されている。また、筐体２２には、キーボード２８等の入力装置や、タッチパッド３０等
のポインティングデバイスが収納されている。これらのキーボード２８及びタッチパッド
３０は、アッパーカバー２６に形成された開口からそれぞれ露出している。
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【００１７】
　図２に示されるように、ロアカバー２４は、底壁部２４Ａと、底壁部２４Ａの幅方向の
外側（矢印Ｘ方向）の端部からアッパーカバー２６側へ立ち上げられた外壁部の一例とし
ての側壁部２４Ｂとを有している。また、ロアカバー２４は、底壁部２４Ａの前後方向の
後側（矢印Ｚ方向）の端部から立ち上げられた後壁部２４Ｃとを有している。ロアカバー
２４における後壁部２４Ｃ側には、図示しない回路基板へ供給する電力を一時的に蓄電す
るバッテリ３２が収納されている。また、バッテリ３２とロアカバー２４の側壁部２４Ｂ
との間には、電源コネクタ５０が収納される。更に、バッテリ３２及び電源コネクタ５０
とアッパーカバー２６との間には、カバー部の一例としてのカバー部材８０が配置される
。カバー部材８０は、板状の樹脂部品で形成されており、長手方向を本体装置２０の幅方
向にして筐体２２に収納される。このカバー部材８０は、電源コネクタ及びバッテリ３２
等を覆うと共に、図示しないスピーカ等が取り付けられている。また、カバー部材８０の
長手方向の一端部８０Ａには、後述するストッパ壁部８２が設けられている。
【００１８】
　電源コネクタ５０は、本体装置２０の上下方向から見て矩形に形成されており、前面５
０Ａをロアカバー２４の側壁部２４Ｂに対向させて配置される。電源コネクタ５０の前面
５０Ａには、後述する電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂ（図４参照）が挿入される円
形の接続穴５２が形成されている。
【００１９】
　電源コネクタ５０の各側面５０Ｂには、本体装置２０の上下方向に延びる一対の突起部
５４が形成されている。また、電源コネクタ５０におけるロアカバー２４の後壁部２４Ｃ
と反対側の側面５０Ｂには、一対のケーブル接続部５６が設けられている。これらのケー
ブル接続部５６には、バッテリ３２から延びるケーブル３４の一端部がそれぞれ接続され
ている。これらのケーブル３４によって、電源コネクタ５０とバッテリ３２とが電気的に
接続されている。
【００２０】
　図３に示されるように、ロアカバー２４には、本体装置２０の前後方向に対向する一対
の保持壁部３６が形成されている。各保持壁部３６は、底壁部２４Ａから立ち上げられる
と共に、幅方向の一端部３６Ａがロアカバー２４の側壁部２４Ｂに一体化されている。つ
まり、各保持壁部３６は、ロアカバー２４の底壁部２４Ａと側壁部２４Ｂとに接続されて
いる（一体に形成されている）。これら一対の保持壁部３６の間に電源コネクタ５０の下
部が配置され、各保持壁部３６に電源コネクタ５０の各側面５０Ｂがそれぞれ対向される
。これにより、ロアカバー２４に対する電源コネクタ５０の本体装置２０の前後方向（矢
印Ｚ方向）の変位が規制される。
【００２１】
　また、一対の保持壁部３６の内壁面３６Ｂには、上下方向に延びる突起部３８がそれぞ
れ形成されている。これらの突起部３８は、一対の保持壁部３６の間に電源コネクタ５０
が配置されたときに、電源コネクタ５０の各側面５０Ｂに形成された一対の突起部５４の
間へ挿入される。これにより、ロアカバー２４に対する電源コネクタ５０の本体装置２０
の幅方向（矢印Ｘ方向）の変位が規制される。更に、ロアカバー２４の底壁部２４Ａは、
本体装置２０の幅方向に延びる一対のリブ部３９が形成されている。各リブ部３９は一対
の保持壁部３６の間に配置されている。これらのリブ部３９によって、電源コネクタ５０
の下面５０Ｃが支持される。
【００２２】
　ロアカバー２４の側壁部２４Ｂにおける一対の保持壁部３６の間の部位には、他の側壁
部２４Ｂの部位に対して内側（電源コネクタ５０側）へ凹む凹部６０が形成されている。
この凹部６０は、一対の保持壁部３６の間に電源コネクタ５０が配置されたときに、電源
コネクタ５０の前面５０Ａと対向すると共に、鉛直に立てられた底部６０Ａを有している
。この底部６０Ａには、図４に示されるように、電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂが
挿入される挿入孔６２が形成されている。なお、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂには、挿
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入孔６２以外に、図示しない通信ケーブルが挿入されるケーブル挿入口６４等が形成され
ている。
【００２３】
　図５に示されるように、挿入孔６２は、凹部６０の底部６０Ａを板厚方向に貫通すると
共に、その直径Ｒ１が後述する電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂの直径（外径）Ｒ０

よりも大きい円形の孔とされている。これにより、挿入孔６２に後述する電源プラグ７０
のプラグ電極部７０Ｂ（図６（Ｂ）参照）が挿入されたときに、挿入孔６２の内周面６２
Ａとプラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１との間に隙間（間隔）Ｄ１が形成される。
【００２４】
　図６（Ａ）及び図６（Ｂ）に示されるように、挿入孔６２は、一対の保持壁部３６の間
に配置された電源コネクタ５０の接続穴５２と同軸上に位置している。換言すると、挿入
孔６２の同軸上に電源コネクタ５０の接続穴５２が位置するように、電源コネクタ５０が
ロアカバー２４に収納される。これにより、後述する電源プラグ７０のプラグ電極部７０
Ｂ（図７（Ｂ）参照）が、挿入孔６２を通して電源コネクタ５０の接続穴５２へ挿入可能
になる。
【００２５】
　電源プラグ７０は、コネクタ本体部７０Ａと、コネクタ本体部７０Ａから突出するプラ
グ電極部７０Ｂとを有している。プラグ電極部７０Ｂは外径がＲ０とされた円筒形状に形
成されており、その内側に内側電極部７２が設けられると共に、その外側に外側電極部７
４が設けれている。この外側電極部７４は、プラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１を構成
している。
【００２６】
　一方、電源コネクタ５０の接続穴５２内には、円柱形状の第１コネクタ電極部５８が設
けられている。第１コネクタ電極部５８は、接続穴５２と同軸上に配置されている。これ
により、電源コネクタ５０の接続穴５２に電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂが挿入さ
れたときに、プラグ電極部７０Ｂ内へ第１コネクタ電極部５８が挿入され、プラグ電極部
７０Ｂの内側の内側電極部７２に第１コネクタ電極部５８の外周面が接触する。
【００２７】
　また、電源コネクタ５０には、第２コネクタ電極部５９が設けられている。第２コネク
タ電極部５９は、Ｖ字形状に屈曲された板ばねで形成されており、接続穴５２の径方向の
外側に配置されている。第２コネクタ電極部５９の一端部には、接続穴５２へ露出すると
共に、接続穴５２に挿入されたプラグ電極部７０Ｂの外側電極部７４に接触する接触部５
９Ａが設けられている。これらの第１コネクタ電極部５８及び第２コネクタ電極部５９に
プラグ電極部７０Ｂの内側電極部７２及び外側電極部７４がそれぞれ接触することにより
、電源プラグ７０と電源コネクタ５０とが電気的に接続される。これにより、電源コネク
タ５０のケーブル接続部５６に接続されたケーブル３４（図２参照）を介して、電源コネ
クタ５０からバッテリ３２に電力が供給される。
【００２８】
　ここで、電源コネクタ５０とアッパーカバー２６との間には、カバー部材８０が配置さ
れている。このカバー部材８０は、電源コネクタ５０を挟んでロアカバー２４の底壁部２
４Ａと対向して配置されている。カバー部材８０の長手方向の一端部８０Ａには、ストッ
パ部の一例としてのストッパ壁部８２が形成されている。ストッパ壁部８２は、カバー部
材８０の長手方向の一端部８０Ａからロアカバー２４の底壁部２４Ａ側へ壁状に延出して
おり、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂに形成された凹部６０の底部６０Ａと電源コネクタ
５０の前面５０Ａとの間（隙間）に挿入されている。このストッパ壁部８２は、カバー部
材８０と同様に樹脂で形成されており、絶縁性を有している。
【００２９】
　ストッパ壁部８２には、当該ストッパ壁部８２を板厚方向に貫通すると共に、電源プラ
グ７０のプラグ電極部７０Ｂが貫通される開口の一例としての円形の貫通孔８４が形成さ
れている。この貫通孔８４の直径Ｒ２（図５参照）は、電源プラグ７０のプラグ電極部７
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０Ｂの外径Ｒ０よりも大きくされている（Ｒ０＜Ｒ２）。また、貫通孔８４は、ロアカバ
ー２４の側壁部２４Ｂに形成された挿入孔６２と同軸上に配置されている。これにより、
挿入孔６２から挿入された電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂがストッパ壁部８２に形
成された貫通孔８４を通して、電源コネクタ５０の接続穴５２へ挿入可能になる。
【００３０】
　また、図５に示されるように、貫通孔８４の直径Ｒ２は、ロアカバー２４の側壁部２４
Ｂに形成された挿入孔６２の直径Ｒ１よりも小さくされている（Ｒ２＜Ｒ１）。即ち、貫
通孔８４は、挿入孔６２よりも小径の貫通孔とされている。この貫通孔８４の内周面８４
Ａは、電源コネクタ５０の接続穴５２に電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂが挿入され
たときに、プラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１と対向する。また、貫通孔８４の内周面
８４Ａとプラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１との間には、挿入孔６２の内周面６２Ａと
プラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１との隙間Ｄ１よりも狭い隙間Ｄ２が形成される。な
お、貫通孔８４の内周面８４Ａは、対向面の一例である。
【００３１】
　図７に示されるように、カバー部材８０の下面８０Ｂには、本体装置２０の前後方向に
対向する規制部の一例としての一対の規制壁部８６が形成されている。各規制壁部８６は
、カバー部材８０の下面８０Ｂからロアカバー２４（図２参照）側へ延出すると共に、幅
方向の一端部８６Ａがストッパ壁部８２に一体化されている。つまり、各規制壁部８６は
、カバー部材８０の下面８０Ｂとストッパ壁部８２とに接続されている（一体に形成され
ている）。
【００３２】
　図８に示されるように、各規制壁部８６には、電源コネクタ５０の側面５０Ｂに沿って
ロアカバー２４（図２参照）側へそれぞれ延出する延出部８６Ｂが設けられている。これ
らの延出部８６Ｂの間に電源コネクタ５０の上部が配置される。これにより、ロアカバー
２４に対する電源コネクタ５０の本体装置２０の前後方向（矢印Ｚ方向）の変位が規制さ
れる。また、カバー部材８０の下面８０Ｂには、本体装置２０の幅方向に延びる一対のリ
ブ部９０が形成されている。これらのリブ部９０とロアカバー２４の底壁部２４Ａに形成
された一対のリブ部３９との間に電源コネクタ５０が配置される。これにより、ロアカバ
ー２４に対する電源コネクタ５０の本体装置２０の上下方向（矢印Ｙ方向）の変位が規制
される。
【００３３】
　次に、本実施例の作用について説明する。
【００３４】
　図６（Ａ）及び図６（Ｂ）に示されるように、電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂは
、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂにおける凹部６０の底部６０Ａに形成された挿入孔６２
に挿入される。挿入孔６２に挿入されたプラグ電極部７０Ｂは、ストッパ壁部８２に形成
された貫通孔８４を通して電源コネクタ５０の接続穴５２へ挿入される。このとき、電源
コネクタ５０の接続穴５２内に設けられた第１コネクタ電極部５８がプラグ電極部７０Ｂ
内に挿入され、第１コネクタ電極部５８の外周面がプラグ電極部７０Ｂの内側電極部７２
に接触する。また、電源コネクタ５０の第２コネクタ電極部５９の接触部５９Ａが、プラ
グ電極部７０Ｂの外側電極部７４に接触する。これにより、電源プラグ７０と電源コネク
タ５０とが電気的に接続され、電源コネクタ５０のケーブル接続部５６に接続されたケー
ブル３４（図２参照）を介して電源コネクタ５０からバッテリ３２へ電力が供給される。
【００３５】
　ここで、図６（Ｂ）に示されるように、電源コネクタ５０の接続穴５２に電源プラグ７
０のプラグ電極部７０Ｂが挿入された状態で、例えば、プラグ電極部７０Ｂが径方向（矢
印Ｍ方向）へ変位すると、以下のようになる可能性がある。即ち、プラグ電極部７０Ｂの
外周面７０Ｂ１が金属製の凹部６０の底部６０Ａに形成された挿入孔６２の内周面６２Ａ
に接触する可能性がある。
【００３６】
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　これに対して本実施例では、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂに形成された凹部６０の底
部６０Ａと、電源コネクタ５０の前面５０Ａとの間に樹脂製のストッパ壁部８２が配置さ
れている。ストッパ壁部８２には貫通孔８４が形成されており、この貫通孔８４を通して
電源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂが電源コネクタ５０の接続穴５２へ挿入される。こ
のとき、貫通孔８４の対向面８４とプラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１との間には、隙
間Ｄ２が形成されている。この隙間Ｄ２は、挿入孔６２の内周面６２Ａとプラグ電極部７
０Ｂの外周面７０Ｂ１との隙間Ｄ１よりも狭くなっている。
【００３７】
　従って、電源コネクタ５０の接続穴５２にプラグ電極部７０Ｂが挿入された状態で、例
えばプラグ電極部７０Ｂが径方向へ変位しても、プラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１が
挿入孔６２の内周面６２Ａよりも先に貫通孔８４の対向面８４Ａに接触する。これにより
、プラグ電極部７０Ｂの径方向へ変位が制限されるため、プラグ電極部７０Ｂの外周面７
０Ｂ１（外側電極部７４）と挿入孔６２の内周面６２Ａとの接触が抑制される。
【００３８】
　また、ストッパ壁部８２は、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂと電源コネクタ５０の全面
５０Ａとの間に配置される。従って、ストッパ壁部８２が筐体２２の外部へ露出しないた
め、筐体２２の外観への影響が小さくなる。
【００３９】
　更に、ストッパ壁部８２は、電源コネクタ５０のアッパーカバー２６側に配置されたカ
バー部材８０に形成されている。このカバー部材８０の下面８０Ｂには、図８に示される
ように、本体装置２０の前後方向に対向する一対の規制壁部８６が形成されている。一対
の規制壁部８６には、カバー部材８０の下面８０Ｂから電源コネクタ５０の側面５０Ｂに
沿ってそれぞれ延出する一対の延出部８６Ｂが形成されている。これらの延出部８６Ｂに
よって、ロアカバー２４に対する電源コネクタ５０の本体装置２０の前後方向の変位が規
制される。また、カバー部材８０の下面８０Ｂには、一対のリブ部９０が形成されている
。これらのリブ部９０とロアカバー２４の底壁部２４Ａに形成された一対のリブ部３９と
の間に電源コネクタ５０が配置される。これにより、ロアカバー２４に対する電源コネク
タ５０の本体装置２０の上下方向の変位が規制される。従って、電源コネクタ５０の第１
コネクタ電極部５８とプラグ電極部７０Ｂの内側電極部７２との接触不良が抑制されると
共に、電源コネクタ５０の第２コネクタ電極部５９とプラグ電極部７０Ｂの外側電極部７
４との接触不良が抑制される。
【００４０】
　更に、図７に示されるように、一対の規制壁部８６は、カバー部材８０の下面８０Ｂと
ストッパ壁部８２とにまたがってそれぞれ配置されている。これらの規制壁部８６によっ
てストッパ壁部８２が補強されるため、ストッパ壁部８２のプラグ電極部７０Ｂの挿入方
向の湾曲変形等が抑制される。従って、挿入孔６２の内周面６２Ａとプラグ電極部７０Ｂ
の外周面７０Ｂ１（外側電極部７４）との接触が更に抑制される。
【００４１】
　更にまた、カバー部材８０にストッパ壁部８２及び規制壁部８６を形成したことにより
、これらのストッパ壁部８２及び規制壁部８６を別体で形成する場合と比較して、本体装
置２０の部品点数が減少する。従って、本体装置２０の組み立て性が向上する。
【００４２】
　次に、上記実施例の変形例について説明する。
【００４３】
　上記実施例では、ストッパ壁部８２がカバー部材８０に形成されているが、これに限ら
ない。例えば、図９に示されるように、カバー部材８０とは別に、ストッパ部材９２を設
けても良い。具体的には、ストッパ部材９２は、樹脂製で断面Ｌ字形状に形成されている
。このストッパ部材９２は、アッパーカバー２６に接着剤等で固定される固定部９２Ａを
有している。固定部９２Ａは、アッパーカバー２６に形成された一対の突起部９４の間に
配置されている。これらの突起部９４によって、固定部９２Ａの本体装置２０の幅方向（
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矢印Ｘ方向）のへ変位が規制されている。
【００４４】
　また、ストッパ部材９２は、固定部９２Ａのロアカバー２４の側壁部２４Ｂ側の端部か
らロアカバー２４の底壁部２４Ａへ向けて壁状に延出するストッパ部の一例としてのスト
ッパ壁部９２Ｂを有している。ストッパ壁部９２Ｂは、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂに
形成された凹部６０の底部６０Ａと電源コネクタ５０の前面５０Ａとの間に挿入されてい
る。このストッパ壁部９２Ｂには、上記実施例と同様に、電源プラグ７０のプラグ電極部
７０Ｂが挿入される貫通孔８４が形成されている。この貫通孔８４を通して、電源プラグ
７０のプラグ電極部７０Ｂを電源コネクタ５０の接続穴５２に挿入することにより、上記
実施例と同様の作用が得られる。なお、カバー部材８０は、適宜省略可能である。
【００４５】
　更に、上記実施例では、ストッパ壁部８２に円形の貫通孔８４が形成されているが、貫
通孔８４の形状は円形に限らない。ストッパ壁部８２には、例えば、楕円形や四角形等の
多角形の貫通孔を形成しても良い。この場合、貫通孔８４の内面のうち、電源プラグ７０
のプラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１に最も接近する面がストッパ部の対向面となる。
また、貫通孔８４に替えて、ロアカバー２４の底壁部２４Ａ側が開いたＵ字形状の溝をス
トッパ壁部８２に形成しても良い。この場合も、開口の一例としての溝の内面のうち、電
源プラグ７０のプラグ電極部７０Ｂの外周面７０Ｂ１に最も接近する面がストッパ部の対
向面となる。なお、上記実施例における開口とは、貫通孔だけでなく、上記の溝等を含む
概念である。
【００４６】
　また、上記実施例では、ロアカバー２４の側壁部２４Ｂに電源プラグ７０のプラグ電極
部７０Ｂが挿入される挿入孔６２が形成されているが、外壁部の一例としてのロアカバー
２４の後壁部２４Ｃに挿入孔６２を形成しても良い。
【００４７】
　更に、上記実施例では、電子機器の一例として、ノートパソコン１０を例に説明したが
、上記実施例は、例えば、携帯電話、携帯用のＤＶＤプレーヤー、電子辞書等の電子機器
にも適用可能である。
【００４８】
　以上、本願が開示する技術の一実施例について説明したが、本願が開示する技術は上記
の実施例に限定されるものでない。また、上記実施例及び各種の変形例を適宜組み合わせ
て用いても良いし、本願が開示する技術の要旨を逸脱しない範囲において、種々なる態様
で実施し得ることは勿論である。
【符号の説明】
【００４９】
１０　　　ノートパソコン（電子機器の一例）
２２　　　筐体
２４Ａ　　底壁部
２４Ｂ　　側壁部（外壁部の一例）
５０　　　電源コネクタ
５０Ｂ　　側面
６２　　　挿入孔
６２Ａ　　内周面
７０　　　電源プラグ
７０Ｂ　　プラグ電極部
７０Ｂ１　外周面（プラグ電極部の外周面の一例）
８０　　　カバー部材（カバー部の一例）
８２　　　ストッパ壁部（ストッパ部の一例）
８４　　　貫通孔（開口の一例）
８４Ａ　　内周面（対向面の一例）
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８６　　　規制壁部（規制部の一例）
９２Ｂ　　ストッパ壁部（ストッパ部の一例）
Ｄ１　　　隙間（プラグ電極部の外周面と挿入孔の内周面との隙間の一例）
Ｄ２　　　隙間（プラグ電極部の外周面とストッパ部の対向面との隙間の一例）
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